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本書は2014年に同じ出版社から上梓された
『「こども哲学」で対話力と思考力を育てる』(以
下、前作)の加筆修正版として書かれたものあ
る。本書は前作を「全体を組み替えて加筆修正
し、さらに読みやすく、誰にも使いやすいものへ
と全体的に改めたもの」(p.5)であると書いてある
が、その加筆修正箇所はわずかでしかない。しか
し、なぜ前作が使いやすいものに改められなけれ
ばならなかったのか、そこに注目して本書を紹介
したい。

そもそも、なぜ本書が誰にも使いやすいもの
にならなければならなかったか。本書の内容から
は離れるが、まずはそれに答える。前作の貢献
もあり、現在、こども哲学は着実に日本に浸透
している。2018年8月に開催された日本哲学プラ
クティス学会第1回大会では、大学の研究者のみ
ならず、教員やフリーの実践者まで、多岐にわた
る参加者が見られた。しかしそのシンポジウムで
は、こども哲学の拡がりに対して、こども哲学を
行う実践者の現場の困難、何がこども哲学の正し
い方法なのかということに対する不安を持ってい
ることが語られた。その多くは哲学について専門
的に学んでいない実践者であり、彼らの不安の解
消は、こども哲学の普及の重要な課題である。だ
からこそ、誰でも読んで理解できる読みやすいこ
ども哲学の解説書が要求されるのである。本書
は、そのような要求に応えうる修正が加えられて
いる。

つまり、本書には前作の目的であったこども哲
学の紹介と、更にそれが専門家ではない実践者に
読みやすい形で提供されるというふたつの目的が

ある。以上をふまえ、ここでは加筆修正されたポ
イントである、1,構成の変更、2,家庭編とお悩み
編、の2点を説明する。

まず、構成の変更については、章題の変更と実
践編の章の組み替えという修正が加わっている。
本書の理論編であるpart1は、心構えについて記
す1，2章、理論や研究史に触れる3，4，5章、実
践編に接続される6章で構成される。また、実践
編のpart2は前作から構成が変更されたため、哲学
対話の形式と方法を記す1，2章、問題解決編の3，
4，5章、評価とカリキュラムに関する6，7章と
なっている。このように、前作からの修正によっ
て、内容が日常的な言葉と知識で構成される前半
と専門的な内容に基づく後半と順序付けられてい
る。哲学対話の初学者が徐々に哲学対話にオン
ボーディングされるためのケアがここに見られる。

2点目の家庭編とお悩み編については、本書が
対象とする「誰にも」の中に、保護者や不慣れな
実践者を含むということを明らかにしている。本
書は、こども哲学を行っている実践者がスキルを
高めるためのものではなく、全く経験のない実践
者や対話をうまく深められない実践者が読んでこ
れからこども哲学をはじめたり、問題を解決する
ために用いる図書である。実践編の構成の中で学
校カリキュラムの話題を最後に回したのも、この
点から、読者を学校関係者に限定しないための意
図的な修正であると考えられる。1点目も同様で
あるが、実践上の問題を抱えた際に本書のどこを
参考すればよいか、わかりやすくなっている。

本書は、すでにこども哲学を知っている読者に
は物足りないものだが、こども哲学を広めたいと
考え、前作を読んだ読者にとっては、自ら読むも
のではなく、人に薦めるための図書として大いに
役に立つだろう。本書がこども哲学を教育の場に
広めるメディアの役割を持つことに期待したい。
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